
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 進路について考える 
教諭 松 井 政 望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

重点教育目標 自立・自拓 
 
『自立し，自ら将来を 

切り拓ける生徒の育成』 

北斗市立石別中学校 学校通信

Hill of carillon 2025・1・31(Fri) NO.10 

3 年生にとって進路選択の大事な時期になりました。すでに私立高校の推薦入試が行われ、こ

れから私立高校、そして公立高校の一般入試が行われ、中学校卒業後の進路が決まってきます。

自分の進路実現に向け、残りの中学校生活を悔いの残らないものにしてほしいですね。 

 さて、1 年生や 2 年生の中には、進路選択なんてまだ先のことだと思っている人はいません

か？2年生が最終的に進路選択を決めるのは今年の11月末。つまり、あと10か月後には決めな

ければなりません。そう考えると、1年生は 1年と 10か月後になりますよね。 

 昨年の10月に、北斗市内の高校の先生方に来ていただき、合同説明会を行いました。それぞれ

の高校の特徴や高校卒業後の進路など知ることができ、今後の高校進学や進路について考える良

い機会になったと感想を書いてくれていました。 

〇これから本格的に進路について考えるときの親としての大事なポイント 

 中学卒業後の進路選択は、子どもにとって自らが初めて進路を決める機会となるため、不安を

感じていることも多いです。そこで大事なのは、親子で一緒に進路を考えることです。ここでの

注意点は、過度に親が進路について干渉し子どもが前向きに進路を選択できない、衝突してしま

い話し合いにならないことがあります。また、親が知らず知らずのうちに、子どもにプレッシャ

ーを与えていることもあります。例えば、①年上の兄弟との比較、②親が高学歴、③常にテスト

の点数をチェックし、高得点を取ることを求めている、などです。まずは優しく見守り、気にし

ている不安があるか理解しながら一緒に考えてほしいと思います。 

〇規則正しい生活習慣をおくる（口で言うのは簡単ですが・・・） 

生活習慣は、子どもの健康や学力に大きく影響を与えます。そのため、子どもが規則正しい生

活を送ることはとても重要なことです。中学生の段階だと、親の生活習慣に依存する部分もある

ため、親から規則正しい生活のお手本を見せることが大切です。 

また、規則正しい生活を送るにあたって、ゲームやスマートフォンは弊害になります。子ども

と相談の上、無理のない程度で使用制限をして、ゲームのしすぎやスマートフォンの使いすぎに

気を付けてください。 

〇最後に 

 昨年度は、函館市内のほとんどの私立高校で Web 出願となり、今年度はすべての函館市内の私

立高校と公立高校でも Web 出願となりました。今後も高校入試でいろいろなことが変わってくる

と思われます。中学校から情報は発信していきますが、気になる高校の進路説明会やオープンス

クールには積極的に参加することをお勧めします。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習面では、課題解決に向けて

生徒に選択する場面を与える等、

個別最適な授業を目指した結果、

授業を受けた後の充実感が高まっ

ています。学習規律は、概ね守ら

れていますが、生徒たちの意識の

高さゆえの厳しさも見受けられま

す。教科担任と学年団の連携を更

に密にして、授業改善を継続し

て、「わかって楽しい」授業づく

りを目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 体力面では、体育の授業を中

心に生涯を通して運動すること

の大切さを指導し、体力の高め

方の学習につなげています。段

階的な運動の学習を個別に進め

ていますので、ご家庭において

も生徒の自主的な体力向上に向

けご協力をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 生活面では、スモールステッ

プで目的意識をもち生徒が個人

の目標を達成することができま

した。進路面では、キャリアパ

スポートを活用し、全教職員で

「支援」しています。また、進

路を考える上でも、近隣の高校

に来校してもらい説明会を実施

し、意識が向上しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２学期末に、生徒・保護者・コミュニティースクール（学校関係者）の方々に教育活動に関するアンケートを実

施いたしました。前期と同じ項目で、４段階評価で行っていただきました。極端に低い数値はありませんでした

が、保護者や学校関係者の皆さんからは、文化祭や小中合同で行った取組等について高い評価をいただきました。   

今後とも地域の皆様と力を合わせながら石別地区の教育活動の充実・発展へとご支援をお願いいたします。 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『学校評価』を受けて・・・皆様ご協力ありがとうございました。 

今後に向けて、特に次の３点… 

昨年 R6前 R6後 昨年 R6前 R6後 昨年 R6前 R6後 昨年 R6前 R6後 昨年 R6前 R6後

1 授業に意欲的に取り組んでいる 3.1 3.6 3.2 2.9 2.8 3.1 3.4 2.9 3.7 3.1 3.1 3.3

2
忘れ物をしないなど学習上の約
束が身についている

3.3 3.2 2.8 3.1 2.8 2.8 3.8 3.5 3.3 3.4 3.2 3.0

3 進路を意識している 3 2.8 3.1 2.7 2.6 3.0 3.3 2.8 3.3 2.9 2.7 3.1

4
学校行事に意欲的に取り組んで
いる

3.8 3.3 3.4 3.7 3.5 3.4 3.9 3.9 3.9 3.5 4.0 4.0 3.7 3.7 3.7

5
学校の様子や出来事を家の人
に話すことができる

3.7 3.6 3.3 3.4 3.5 3.3 3.7 3.5 3.3 3.5 3.5 3.3

6 あいさつや返事がきちんとできる 3.7 3.3 3.2 3.5 3.4 3.1 3.5 3.3 3.5 3.3 3.7 3.7 3.4 3.4 3.4

7
その場にふさわしい言葉づかい
ができる

3.3 3.1 3.0 3.3 3.2 3.1 3.5 2.9 3.2 3.5 4.0 3.7 3.4 3.3 3.3

8
日常的に運動に取り組み体力づ
くりに努めることができる

3 2.6 2.6 2.9 2.6 2.6 3.2 2.8 2.8 3.0 2.7 2.7

9
学校生活の中で安全かつ安心し
て生活することができる

3.4 3.3 3.4 3.7 3.5 3.6 3.5 3.7 3.5 3.3 3.5 3.7 3.4 3.5 3.6

10
先生方に気軽に相談することが
できる（悩み事やいじめ等）

3.6 3.2 3.2 3.2 3.0 3.0 3.3 3.0 3.2 3.2 3.1 3.1

教職員 学校関係者
令和６年度石別中学校

後期アンケート結果
（昨年・R6前期・R6後期）

生徒 保護者 全　体

スクールカウンセラーが来校します！！ 
石別中学校にスクールカウンセラー(SC)の、髙内曜子先生が２月２１日（１４時～１６時）に来

校されます。今年度はこれが最後の来校となります。カウンセリングでは、学校や家庭などの日常
的なことでも気軽に相談することができます。また、生徒だけでなく保護者の方の相談も大歓迎で
す。相談を希望される方は学級担任または教頭（石別中学校７５－３００６）にご連絡下さい。 

1 （土） 土曜授業（参観日） 21 （金） 1・2年学年末テスト②・スクールカウンセラー来校

3 （月） フッ化物洗口・二計測（～7日） 23 （日） 天皇誕生日

10 （月） （公立高校（推薦）受検日） 24 （月） 振替休日

11 （火） 建国記念の日 25 （火） 全校集会

14 （金） 私立高校（一般）受験日・北斗市特別支援交流会 27 （月）資源回収日（今年度は最後です）

20 （木） 1・2年学年末テスト①、学校運営協議会（18時～）


